


















平成23年 3 月 25 日



















第 2 章 表面の粗さの触知覚におよぽす非接触音の影響に関する検討
2.1 はじめに











2.4 実験 l と実験 2 のまとめ
2.5 結論












3.4 実験 3 と実験 4 のまとめ
3.5 結論
第 4 章 表面の粗さ知覚における触覚・聴覚情報の空間的要因に関する検討
4.1 はじめに



























第 l 章では，まず，テクスチャ知覚とは何か，また，テクスチャ研究のなかで， I粗さ」研究がどの
ような位置づけにあるかを概説した。触覚単独モダリティにおいても， ヒトのテクスチャ知覚がどのよ





























報が得られることから，その多感覚的な体験ゆえに‘textural timbre (テクスチャの音色)' ともいわ
れる。
さらに，脳神経科学的知見および行動研究をとりあげて，触覚と聴覚が深く関連することを概説したO























粗さ知覚に影響を及ぼし得ることを確かめた上で(第 2 章) ，触覚と聴覚の両モダリティにおける，強






覚:‘Parchment-skin ilusion' J) が Jousmäki and Hari (1998) によって報告された。また，手掌だけ




































第 3 章 表面の粗さ知覚における触覚・聴覚刺激強度の交互作用に関する検討

























である。例えば， Stevens and Harris (1962) が粒度の異なる研磨紙とバンドノイズの音圧によるクロ
スモーダルマッチングを行ってベキ指数を求めたことにもみられるように 触覚刺激の粗さと主観的に
等しい音圧のノイズが存在し この関係性にあるときに相互作用が生起しやすい可能性が考えられた。























































































































































実験 3 および実験 4 では、聴覚情報の強度が大きいときに触覚への影響力が増大するのではなく、触
覚情報と聴覚情報との間で、感じられる刺激の粗さに整合性があるときに、粗さの触知覚に対する聴覚
情報の影響が顕著になることを明らかにした。また、聴覚情報による影響は必ずしも加算的でないこと
も示された。それゆえ、多感覚情報処理メカニズ、ムを解明するためには触覚、聴覚のいずれかの刺激特
性を操作するだけでは不十分であり、両者のもつ粗さ情報の主観的一致性についても考慮する必要があ
ることが明らかにされた。
実験 5 では、表面の粗さ知覚において、音の影響が、左右に提示される触覚と聴覚刺激の空間的一致
性や距離に依存するのかどうか、また、刺激身体部位(頬や手)によって異なるのか否かを調べた。そ
の結果、粗さの触知覚は、特に頬において、両刺激間の距離の影響を敏感に受ける特性をもっており、
また、指と頬のいずれに刺激が与えられた場合でも、遠方から聞こえる音よりも近傍の音の影響を受け
やすいことが明らかとなった。さらに、聴覚情報の影響が粗さの触覚処理のどの段階において生じてい
るのかについても検討を行った。その結果、頬で粗さを弁別するときには、触知覚段階において聴覚情
報の影響が見られ、両刺激の空間位置が一致している場合には感度が高くなることがわかった。一方、
手指で粗さの弁別をするときには、反応段階で、バイアスが生じ、両刺激の空間位置には依存せず、聴覚
情報が提示されたときにはより粗い方向へ判断がシフトすることなど、新しい知見が得られた。
以上の成果は、触覚と聴覚の情報統合に関わる要因をより多角的に捉えたものであり、テクスチャ知
覚における異種感覚統合とその神経基盤に関して、重要な示唆を与えるものである。さらに、対象の質
感を知覚する際に、脳内で行われている触聴覚統合に関する知見は、人間工学あるいは製品開発の分野
に応用可能であり、感性福祉なと手現実場面への貢献も期待される。したがって、本研究はこれらの分野
の研究の発展に大きく貢献すると考えられる。よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与さ
れるに十分な資格を有するものと認められる。
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